
 

 

 

 

 

 

 

                                 校長 市川 裕二  
                                   

令和６年度、立川学園のスタートです。 

桜の開花が遅れている中、新学期を迎え、ようやく開花し始めています。このため、今年度の始業式・

入学式は、桜の咲く中実施できると思っております。 

今年度も立川学園の校長を務めさせていただきます。まだまだ、行き届かない点があると思いますが、

御理解と御支援をよろしくお願いします。 

 

【令和６年度の学校規模と教員組織】 

令和６年度の立川学園は、幼児・児童・生徒２８８名でスタートすることになりま

した。 

〇聴覚障害教育部門幼稚部（タッチ部門）（４学級）１５名、小学部（１４学級）

６１名、中学部（１０学級）３８名、高等部普通科（７学級）２７名、専攻科（２学

級）１０名 

〇知的障害教育部門小学部（やーえ部門）(２１学級)９０名、中学部（１１学級）

４７名 

この他に、乳幼児教育相談のお子さんも多く通われます。幅広い年齢の多くの子供たちが、この学園

で学び、生活することになります。笑顔が満ちた学校になるようにしていきたいです。また、今年度の

教職員の体制は、校長以下、下記のとおりです。 

副校長３名 

教員系１３２名（聴覚障害教育部門７６名、知的障害教育部門５４名、養護教諭 2名） 

経営企画室８名、副校長マネジメント支援員 1 名 SB 安全運行支援員 1 名、ICT 支援員 1 名、非

常勤看護師１０名  

 

【立川学園の目指す学校像】 

立川学園の目指す学校像は 

①一人一人が大切にされ、安心して学べる学校 

②「学びたい、学んでよかった」と思える学校 

③社会に開かれ、保護者、地域と協働する学校 

です。どの目標も大切な目標だと思います。特に、幼児・児童・生徒が、安心して通学・学べる学校

は大切な視点だと思います。そのためには、一人一人の幼児・児童・生徒の人権を尊重した教育の推進

を学校経営の重要な柱にしていきたいと思っています。 

【立川学園の校訓】 

立川学園の校訓は、「未来を切り拓く」です。 

一人一人の幼児・児童・生徒には、将来に向けて、多くの夢や希望を抱いてほしいと思います。その

夢や希望の実現に向けて、一歩一歩進んでいってほしいと思っています。 

【令和６年度の学校経営の柱】 

令枝６年度の学校経営の柱の一つが「幼児・児童・生徒の人権を尊重した教育の充実」「幼児・児童・

生徒が安全に学校生活を送ることができる環境の確保」です。体罰の撲滅、人格を否定する乱暴な言動、

追い込む指導等の不適切な指導の徹底的な排除は、もとより、いじめの早期発見と対応、なにかあった

ときの危機管理計画の積み上げと避難訓練等の実施など、まず、幼児・児童・生徒が安心して通学でき

る学校づくりを目指していきます。 

令和６年度も、御支援と御協力をお願いいたします。 

 
立川だより 

 

東京都立立川学園 

校長  市川 裕二 

東京都立川市栄町 1-15-7 

電  話 042-523-1358 

東京都立立川学園 学校通信①   
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『令和6年度について』 
 

副校長（分掌業務担当） 齋藤 直樹 

 

立川学園の保護者の皆様、こんにちは。今年度は立川学園の聴覚障害教育部門と知的障害教

育部門を合わせた形で分掌業務を中心に担当をいたします。立川学園は創立当初から部門を超

えて分掌業務を行ってきました。令和５年度は、教務部であると教育課程（学校の教育計画全

般）であったり、行事部ならば入学式・卒業式、始業式や終業式の合同開催であったり、生活

指導部であれば両部門一緒の防災訓練であったりを行ってきました。今あげた事柄に関しても

昨年度で終わりというのでなく、様々な反省点の見直しや今後、更 

に可能な部分の一体化や効率化を進めることで立川学園の教育活動を全 

ての幼児・児童・生徒にとって、充実した、より良いものにしていきた 

いと思います。 

 

 

『ホップ・ステップそしてジャンプの一年へ！！』 
 

副校長（知的障害教育部門小学部・中学部担当） 宮下 哲哉 

 

令和 4年 4月に開校した立川学園も早いもので 3年目を迎えました。今年度も、知的障害教

育部門では、小・中学部とも、新入生たちを迎え、ようやく小学部 1年生から中学部 3年生ま

でがそろいました。立川学園の開設準備から関わってきたので、とても嬉しく、そして感慨深い

ものがあります。 

ホップ：小学部1年生だけでスタートした令和4年度、小さくても皆が意欲的に取り組み前へ

進みました。ステップ：新しい仲間もぐんと増え、学年間の交流やタッチ部門との行事などで

の交流を通じてさらに大きく弾みを付けました。そして今年度はまさにジャンプ！！全学部全

学年がそろい大きく飛躍する一年となるよう、保護者の皆様と連携を取りながら教職員が一丸

となり取り組んでいきます。今後とも保護者の皆様の御理解と御協力をどうぞよろしくお願い

いたします。 

 

『学ぶことの楽しさを感じて』 
 

副校長（聴覚障害教育部門担当） 香丸 純子 

 
御入学・御進級おめでとうございます。 

４月１日付けで聴覚障害教育部門の副校長に着任いたしました香丸純子（こうまる じゅん

こ）と申します。都立特別支援学校の中で、唯一、聴覚障害教育部門と知的障害教育部門を併置

している立川学園に赴任することができ、身の引き締まる思いです。 

幼児・児童・生徒が、学ぶことの楽しさを感じ、温かな人間関係の中で、自分のよさや他者の

よさに気付き、互いに学び合うことを通して、一人一人が輝く学校にできるよう副校長として尽

力いたします。保護者の皆様の御理解・御支援を賜りながら、教育活動のより一層の充実を図っ

てまいります。どうぞよろしくお願いいたします。 



＜聴覚障害教育部門 乳幼児教育相談担当＞ 菅原 充範 
乳幼児教育相談は、主に東京西側在住の0歳～就学前までの子供たちの早期支援を行ってい

ます。昨年度は93名の御家庭の定期相談の他、保育所や幼稚園、病院、保健所など、多様な

施設との連携を進めてきました。来校された親子がのびのびゆったりと子育てできるように、

立川学園乳幼児教育相談では「た：担当者一同、ち：力を合わせて、か：家族みんなが、わ：

わくわく楽しめる活動づくり」を目指しています。一年間どうぞよろしくお願いします。 
 

＜聴覚障害教育部門 幼稚部主任＞ 林 朋子 

 今年度の幼稚部は、新入生５名を迎えて１５名でスタートします。今年度も体験活動

を通して、主体性と協同性を育み、どんなことにも子供たちと一緒に元気いっぱい挑戦してい

きたいと思っています。引き続き保護者の皆様と共にお子さんの育ちを喜び合える場になるよ

うに努めていきます。どうぞよろしくお願いいたします。 

＜聴覚障害教育部門 小学部主任＞ 菊川 佳苗 
 今年度の聴覚障害教育部門小学部は、３名の新入生と１名の転入生を迎え、小低部２３名・

小高部３８名の全児童６１名でスタートします。  

 「知りたい」「分かった」「楽しい」「どうしたらできるかな？」…児童と多くのことを共

有する仲間として、一日一日を楽しく・大切に過ごしていけるよう、教員一同努力して参りま

す。一年間、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

＜聴覚障害教育部門 高等部専攻科主任＞ 北川 徹 
今年度の高等部の生徒数は普通科・専攻科ともにこぢんまりとした規模になり、寂しさも感じます

が、その分生徒一人一人に応じた、きめ細かな教育が行えるメリットもあります。御家庭と随時、

密に連携し進路実現に必要な支援を行ってまいりますので、どうぞよろしくお願いいたします。ま

た生徒の皆さんが、立川学園の最上級学部の生徒として、一人一人が今まで以上に行事や部活等

で、身に付けた力を発揮して、立川学園を盛り上げる活躍をしてくれることを期待しています。 

＜聴覚障害教育部門 中学部主任＞ 内田 佳樹 

聴覚障害教育部門の中学部は、今年度から放課後の使い方が大きく変わります。放課後の取り

組みについて考え、主体的に取り組んでほしいと思います。自分で考え、悩み、行動する経験は

将来絶対に役に立ちます。ぜひ、中学部の間に経験を積んでほしいと思います。 

最後になりましたが、教員一同、御家庭と連携を図りながら子供たちの成長に尽力いたします

ので、よろしくお願いいたします。 

 

＜知的障害教育部門 小学部主任＞ 小笠原 靖子 
 新入生２４名、学籍異動及び転入生を3名迎え、計９０名でのスタートとなります。たくさ

んの「はじめまして」にドキドキすることもあると思いますが、「やってみたい」という気持

ちを大切に、様々な学習活動や行事に取り組んでいけるよう、学部教員一同指導を行ってまい

ります。どうぞよろしくお願いいたします。 

＜知的障害教育部門 中学部主任＞ 羽田野 歩 
 今年度、新入生２２名を迎え、生徒４６名で知的障害教育部門中学部がスタートします。開

校から３年目でやっと１年生から３年生がそろいます。１年生は、新しい学校・校舎・友達・

先生達などたくさんの「新しい」に囲まれながら、学校生活が充実したものとなるように、

２・３年生は、上級生として、様々な活動に積極的に取り組めるように、学部教員一同力を合

わせて教育活動を進めていきます。どうぞよろしくお願いいたします。 

＜聴覚障害教育部門 高等部主任＞ 早坂 美子 

 今年度の聴覚障害教育部門の高等部普通科は新入生7名と在校生20名、専攻科は新入生8名

と在校生２名の計37名でスタートします。 

 高等部は自分自身が描く将来を現実のものとするためのステージであり、多くの挑戦や機会

が待っています。生徒一人一人が個性を発揮し、もっている能力を最大限に引き出せるよう、

教員一同、全力でサポートしていきますのでよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

  

日 曜日

1 月

2 火

3 水

4 木

5 金 春季休業終

6 土

7 日

8 月 始業式 短縮 PM:入学式

9 火 短縮 AM入学式（知的と合同） PM入学式(知的と合同） オリエンテーション

10 水 給食開始 短縮　入学式PM 短縮 歓迎会
身体計測･視力検査(午前)
読書力検査・新入生歓迎会

11 木 尿検査① 短縮
小１：短縮始

内科検診(午後)
内科検診(午後) 高２・３・専２：進路諸検査

12 金

リオネットセンター来校日
尿検査②
安全指導日

（不審者対応指導）
避難訓練（地震）

２・３年給食始

13 土 高３:模試

14 日

15 月 手話講座（初級） 新入生歓迎会

16 火 １年生を迎える会
身体・視力計測（午前）
方面別下校指導

17 水 耳鼻科検診(午前) 耳鼻科検診(午前) 耳鼻科検診(午前)

18 木
内科検診(午後)
1年給食始

小６：全国学力調査 全国学力調査 :内科検診(午後)

19 金 ブルーム来校日
小１：短縮終

小学部保護者会
学級保護者会

20 土

21 日

22 月 手話講座（初級）

23 火

24 水 耳鼻科検診(午前)

25 木 尿検査③
小高：春の遠足
（予備日設定なし）

26 金 尿検査④
小低：春の遠足
（予備日設定なし）

身体･視力計測(午前)

27 土

28 日

29 月 昭和の日

30 火 短縮（南砂小職員打合せ)

こころとからだの相談
指導医検診
SSW相談日

令和６年度　４月　聴覚障害教育部門　行事予定

全校行事（＋聴覚全体） 幼稚部 小学部 中学部 高等部



 
日 曜日 行事 下校 行事 下校

1 月

2 火

3 水

4 木

5 金 春季休業終

6 土

7 日

8 月 始業式 11:30 11:30

9 火 AM入学式（聴覚と合同） 11:30 PM入学式（聴覚と合同） 11:30

10 水 給食開始
1年11:30保護者迎え

2～6年14:00
14:00

11 木 尿検査①
1年11:30保護者迎え

2～6年14:00
短縮 14:00

12 金

尿検査②
安全指導日

（不審者対応指導）
避難訓練（地震）

1年11:30保護者迎え
2～6年14:00

15:40

13 土

14 日

15 月
1年11:30保護者迎え

2～6年14:00
中3保護者会 15:40

16 火 小１給食・下校便乗車開始
1～2年14:00
3～6年15:40

中2保護者会 15:40

17 水 小４～６保護者会 14:00 14:00

18 木
小：内科検診（午前）
小１～３保護者会

1～3年14:00
4～6年15:40

15:40

19 金 １４：００ 15:40

20 土

21 日

22 月 １４：００ 中1保護者会 15:40

23 火
1～2年14:00
3～6年15:40

15:40

24 水 耳鼻科検診(午前) 14:00 耳鼻科検診(午前) 14:00

25 木 尿検査③
1～3年14:00
4～6年15:40

内科検診(午後) 15:40

26 金 尿検査④ １４：００ 15:40

27 土

28 日

29 月 昭和の日

30 火
1～2年14:00
3～6年15:40

15:40

こころとからだの相談
指導医検診
SSW相談日

小学部 中学部

令和６年度　４月　知的障害教育部門　行事予定

全校行事（＋知的全体）


